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。
が
ん
〟
と
聞
く
と
、
不
治
の

痛
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
確
か
に
が
ん
は
昭
和
五
十

六
年
以
来
、
心
厳
病
、
脳
卒
中
を

抑
え
て
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
が
ん
も
種
類
に
よ
っ

て
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

よ
っ
て
治
ゆ
が
可
能
な
病
気
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

九
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で

す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

が
ん
に
対
す
る
正
し
い
細
部
を
持

ち
、
自
分
自
身
で
予
防
を
心
が
け

る
こ
と
が
、
が
ん
を
在
庫
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
正
し

い
知
識
と
予
防
対
策
を
い
ま
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
次
予
防

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善

が
発
病
を
防
ぐ

が
ん
の
予
防
に
は
ま
ず
二
次
予
防
．
が

あ
り
ま
す
。
一
次
予
防
と
は
、
「
が
ん
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
た
め
の
予
防
の
こ

と
で
す
。
火
事
で
い
え
は
火
事
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
．
火
の
用
心
．
や
．
出
火
予
防
．

に
あ
た
り
ま
す
。
で
は
具
体
的
に
何
を
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

まず、

①
食
生
活
の
改
善
・
調
理
の
工
夫
を
心
が
け

②
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り
す
ぎ
に
注

意
す
る

こ
の
二
つ
が
主
な
点
で
、
こ
れ
を
実
行
し

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
少
し
で
も
改
善
す
る
こ

と
で
、
が
ん
の
発
生
は
か
な
り
防
げ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

一
一
次
予
防

定

期

検

診

で

〝
手
遅
れ
〟
を
な
く
す

〝
そ
れ
で
も
が
ん
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
か
〇

一
次
予
防
を
し
て
い
れ
ば
、
が
ん
に
か
か

ら
な
い
と
は
い
い
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

い
わ
ゆ
る
三
次
予
防
．
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
「
が
ん
に
か
か
っ
て
も
、
手
遅
れ
で
命

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
」
た
め
の
予
防

で
す
。
こ
れ
は
発
生
し
て
し
ま
っ
た
火
災
に

対
し
て
、
．
初
期
消
火
タ
に
よ
っ
て
、
全
焼

・
延
焼
を
防
ぐ
ノ
予
防
方
法
な
の
で
す
。
＼

福
岡
県
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
県
民
の
皆

さ
ん
の
請
求
で
公
開
す
る
、
福
岡
県
の
情
報

公
開
制
度
が
、
九
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ます。こ
の
制
度
を
実
施
す
る
県
の
機
関
は
、
知

薯
部
局
、
企
業
局
、
教
育
委
員
会
、
入
部
委

員
会
、
監
査
委
員
、
地
方
労
働
蛮
風
会
、
収

用
委
員
会
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
、
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
で

す。

公
開
の
対
象
に
な
る
公
文
辞
は
、
県
が
作

っ
た
り
、
集
め
た
り
し
た
文
書
、
地
図
、
写

真
、
フ
ィ
ル
ム
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
な
ど
の
う
ち
手
続
が
終
っ
た
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
公

益
が
損
な
わ
れ
る
場
合
は
公
開
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
、
福
岡
県
総
務
部

県
政
情
報
課
、
舘
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1

1
1
、
内
縁
2
4
5
1
へ
。

こ
の
大
会
は
、
小
・
百
・
高
校
生
が
、
日

常
生
酒
を
通
し
て
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

T
A
連
鑑
議
会
遠
賀
高
等

学
校
・
遠
賀
高
等
学
校
P
T
A

老
発
表
し
、
同
世
代

の
青
少
年
が
、
社
会

の
一
員
と
し
て
自
覚

に
目
覚
め
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
同
時

に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
対
す
る
一
般

の
理
解
と
協
力
を
深

め
る
た
め
に
開
催
し

ます。
▽
主
　
催
　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

▽
後
援
　
遠
賀
町
・
遠
賀
町
教
育
委
員
会

・
遠
賀
町
校
長
会
・
遠
賀
町
P

意
見
発
表

閉
会
式

鵬
時
－
ュ
6
時

ュ
6
時
～
1
6
時
m
分



よく観察して
早期発見を…

自宅でできる乳がんの自己検診法

①　鏡の前に立ち、自分の乳房の形、大きさ
くぼみの有無、乳首の位置、ただれの有無

など左右をよく見ます。このような観察を、

注意しながら両手をあげたときと下げたと

きの2回行います。

②　つきにあお向けに寝て、検査をする反対
側の手で、乳房の中心から周辺へ指をそろ

えて静かに軽く圧迫しながら触れていきま

す。このとき、決してつまんではいけませ

ん。つまんで感じる「しこり」は正常な乳

腺であることが多いからです。

③　つきに、わきの下に深く指先を入れ、し
こりを探します。

④　最後に、乳首から血性の分泌物が
出ないかどうかを確認します。

い　三重　全
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が
ん
を
防
ぐ
た
め
の

1
2
　
ヵ
　
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

る
⑧
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

⑧
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
ひ

か
え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
た
ば
こ
も
少
な
く
す
る

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の

も
の
を
多
く
と
る

⑦
穐
幸
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱

い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑤
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑲
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑭
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑲
体
を
清
潔
に

越
轟
に
自
信
が
あ
っ
て
も

油
　
断
　
禁
　
物

が
ん
を
早
期
に
発
見
し
て
早
期
に
治
療
を

受
け
た
人
は
、
手
術
後
の
経
過
に
大
き
な
違

い
が
出
て
き
ま
す
。
日
本
人
が
圧
倒
的
に
か

か
り
や
す
い
冒
が
ん
は
、
早
期
発
見
し
て
治

掠
す
れ
ば
、
完
全
治
ゆ
も
不
可
能
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
女
性
に
多
い
乳
が
ん
も
、
自

分
白
身
で
で
き
る
検
診
法
に
よ
り
早
期
発
見

が
可
能
で
す
。

し
か
し
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
頭
で
わ
か

っ
て
い
て
も
、
「
健
環
だ
か
ら
」
　
「
忙
し
い

か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
検
診
を
受
け
な
い

方
が
多
い
よ
う
で
す
。
あ
る
専
門
家
は
、
「

検
診
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
自
ら
の
命
を
縮

め
る
自
殺
行
為
だ
」
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す

健
康
だ
か
ら
と
い
っ
て
油
断
す
る
の
は
禁

物
で
す
。
が
ん
は
ひ
そ
か
に
お
そ
っ
て
く
る

の
で
す
。
検
診
を
受
け
、
自
分
の
箆
を
確

か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
、
人
権
問
題
の
原
点
で
あ
る
、
　
く
ら
で
も
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

「
い
の
ち
の
尊
さ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
　
市
場
な
ど
で
売
っ
て
い
る
一
匹
わ
ず
か
四

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
十
円
～
五
十
円
の
「
い
わ
し
」
を
人
間
は

経
済
や
文
化
の
発
達
と
と
も
に
、
す
ぼ
　
科
学
の
カ
で
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

ら
し
い
科
学
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
人
　
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
い
わ
し
の
い
の

類
の
目
は
、
も
う
斉
田
に
向
か
っ
て
行
こ
　
ち
は
、
世
界
一
流
の
学
者
、
科
学
者
だ

う
と
し
て
い
ま
す
。
有
人
宇
宙
基
地
計
画
、
ち
か
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
粋
を
集
め
、
あ

／
具
体
的
に
は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
ら
す
み
や
か
に
冷

感
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

一
．
・
．
′
ヽ
．
・
．
．
＼
′
．
・
…
l
l
・
●
．
．
・
－
1
ヽ
．
・
－
1
．
●
〝
．
．
・
1
．
ヽ
．
〝
．
●
ヽ
1
．
．
t
I
．
ヽ
．
子
．
ヽ
1
．
ヽ
．
′
i
ヽ
．
・
i
．
1
1
．

…
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
〃

「
人
権
」
を
考
え
　
る
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危
険
物
販
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
的
月
2
6
日
（
日
）

▽
遠
　
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
4
、
5
、
6

類
）
お
よ
び
丙
謹

▽
試
験
場
北
九
州
大
学
（
北
九
州
市
）

▽
願
書
の
受
付
場
所
と
受
付
期
日

・
遠
賀
郡
消
防
本
部

8
月
2
5
日
～
9
月
2
8
日

・
北
九
州
市
消
防
局

9
月
2
9
日
～
9
月
0
0
臼

▽
そ
の
他
　
受
験
頓
雷
は
遠
賀
郡
消
防
本
部

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

準
備
蘭
留
会

▽
期
　
日
　
同
月
⊥
5
日
（
水
）

▽
会
場
遠
賀
町
由
夫
公
民
館

▽
受
　
付
遠
賀
郡
消
防
本
部
で

8
月
2
5
日
～
如
月
〃
4
日
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
袈
郡
消
防
本
部
予

防
係
、
舘
（
2
9
3
）
ュ
2
3
ュ
へ
。

簿
記
と
ワ
ー
プ
ロ

技

術

講

習

会

就
業
考
察
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人
を
対
象

に
、
簿
記
と
ワ
ー
プ
ロ
の
穀
暫
会
を
開
催
し

ます。
▽
科
　
目
復
罷
、
ワ
ー
プ
ロ

▽
定
　
貝
　
5
0
人

▽
期
　
間
　
0
0
月
7
日
～
ュ
2
月
ュ
日
ま
で
の

毎
週
火
、
木
、
金
頓
日

加
時
－
ェ
6
時

▽
会
場
N
T
T
北
九
州
会
館
（
小
倉
沌

区
昭
和
町
1
9
の
0
0
）

▽
受
講
料
∴
無
料
（
籍
黄
一
部
自
己
負
担
）

▽
申
込
受
付
　
9
月
4
日
、
5
日
の
9
時
～

鮭
時
、
1
3
時
～
〃
6
時
に
慮
話
で

（
5
6
1
）
3
9
8
9

「
い
じ
め
」
に
対
す
る
屯
話
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

▽
重
器
号
　
（
5
6
1
）
3
9
8
9

福
岡
法
務
局
北
九
州
焉

▽
受
付
時
間
・
臼
砲
日
～
金
曜
日

い
じ
め
電
話
相
談

8
時
5
0
分
～
ュ
7
時

・
土
曜
日

8
時
0
0
分
～
1
2
時
5
0
分

・
そ
れ
以
外
の
時
間
は
留
守

番
電
話
で
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
先
、
問
合
せ
　
福
岡
県
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
書
別

館
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
5

6
ま
で
。

久
留
米
大
学
公
開
講
座

「
が
ん
で
死
な
な
い
た
め
に
」

な

ど

多

数

韻
福
祉
の
基
礎
や
問
題
点
を
考
え
る
大

学
公
開
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
如
月
2
日
か
ら
1
2
月
Ⅱ
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
（
動
画
）

▽
会
場
久
留
米
医
師
会
館

▽
申
込
諦
切
　
9
月
5
日

▽
そ
の
他
申
込
、
問
い
合
せ
は
、
福
岡
県

地
域
福
祉
振
典
基
金
、
禽
0
9

2
（
6
5
1
）
0
2
9
4
へ
。

奨
　
学
　
生
　
募
　
集

両
親
に
負
担
を
か
け
ず
「
自
分
の
力
で
通

学
し
よ
う
」
と
い
う
窯
に
燃
え
る
露
呈

た
ち
の
た
め
に
、
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す。▽
質
種
京
阪
神
、
奈
良
、
和
歌
山
、
滋

賀
の
大
学
、
専
門
（
専
修
、
各

種
）
学
校
、
雷
投
へ
通
学
を

詩
聖
す
る
二
十
二
歳
以
下
の
人

▽
締
　
切
第
一
次
　
6
1
年
ュ
0
月
3
1
日

第
二
次
　
6
1
年
1
2
月
2
7
日

第
三
次
　
6
2
年
2
月
2
8
日

第
四
次
　
6
2
年
3
月
3
1
日

▽
問
い
合
せ
、
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
大
阪
南
北
区
梅
田
2
の
4
の

9
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
奨
学
会
　
＄
0
6
（

3
4
3
）
1
2
2
1
ま
で
。

行

政

書

士

試

験

▽
試
験
日
　
m
月
銃
口
（
日
）

ュ
3
時
～
1
6
時
0
0
分

▽
場
所
九
州
大
学
文
化
系
学
部
詩
話
棟

福
岡
市
東
区
箱
崎
6
の
ュ
9
の
1

▽
申
込
期
間
　
9
月
鎌
田
～
同
月
4
日

（
郵
送
分
は
当
日
消
印
有
効
）

▽
聞
合
せ
、
申
込
先
　
福
岡
県
総
務
部
地
方

課
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
番
1
号

田
0
9
2
（
6
2
2
）
6
3
9
1
へ
。

世
界
の
食
品
と
ギ
フ
ト
用
品
展

－
　
前
売
券
発
売
中
　
－

世
界
三
十
カ
国
か
ら
食
品
と
ギ
フ
ト
用
品

を
一
堂
に
集
め
て
、
西
日
本
国
際

見
本
市
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
食
品

と
ギ
フ
ト
用
－
；

晶
の
は
か
に

・
憤
界
の
レ
ス

ト
ラ
ン
（
め
ず

ら
し
い
料
理
が
い

っ
ぱ
い
）

し
い
ト
ラ
ン
プ
を
展
示
）

・
青
い
目
の
人
形
展
（
半
世
紀
前
に
ア
メ
リ

カ
か
ら
や
っ
て
き
た
人
形
た
ち
）

・
カ
メ
オ
の
彫
刻
実
演
（
本
場
イ
タ
リ

ア
の
彫
刻
師
が
実
演
）

な
ど
個
物
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ

ひ
こ
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
役
場
産
業
課
で
は
前

売
券
（
二
百
五
十
円
、
当

日
亮
は
四
百
円
）
を
発

・
世
界
の
大
道
芸
（
火
吹

き
男
、
ピ
エ
ロ
な
ど
ゆ
っ

く
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
）

・
世
界
の
踊
り
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

リ
オ
の
サ
ン
バ
な
ど
）

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
（
出
品

国
に
よ
る
楽
し
い
催
し
）

・
世
界
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
人
形
や
め
す
ら

▽
会
場
西
日
本
総
会
展
示
場

（
小
基
朋
韓
日
よ
り
徒
歩
5
分
）



少年ソフトボール

初優勝の新町チーム

木　鬼新

守∴津町

少女バレーボール

洩木2－0広激；別府2－0鬼津i中央2－0芙蓉膏の本2‾0虫生活

東和宛2－0上別府痛　町2－1今古賀i尼　崎2－0昔　融違和ii2－0虫生浦

上別府2－1広　波i今古賀2－1鬼　輝美　琵2－1着　胡散の本2－0遠賞IIi

東和苑2－0洩　木：別　府2－0新　町：尼　崎2－0中　央；

国竃凝上／「＼三屋一家 

締着図書（一般） 

そ　の他　多数 
児宣図書 

ています。 

寄贈図書 
遠賀町婦人会 

七
月
二
十
七
日
（
日
）
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
少
年
ソ

洩
　
木

今
古
賀

の
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

－
広
報
掲
載
申
込
受
付
し
ま
す
i

町
チ
ー
ム
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

「
広
報
お
ん
が
」
で
は
、
十
日
十
日
号
で

秋
の
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の
特
集
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

は
、
次
の
内
容
を
記
入
に
な
り
、
役
場
広
報

係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
締
切
　
9
月
2
5
日
（
必
着
）

記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と

○
サ
ー
ク
ル
の
名
前

○
簡
単
を
紹
介
文
（
紙
面
の
都
合
で
、
全
文

掲
載
で
き
を
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
練
習
日
と
時
間

○
練
習
場
所

○
募
集
対
象

○
費
用
（
会
孜
は
月
会
政
か
年
会
費
か
、
入

会
金
の
要
否
、
そ
の
他
の
経
費
）

○
申
込
先
（
氏
名
、
住
所
、
唾
詣
番
号
）

○
活
動
中
の
写
真
（
を
く
で
も
可
、
紙
面
の

都
合
で
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す）
○
そ
の
他
（
特
に
あ
れ
ば
）

ぼ
く
た
ち

わ
た
し
た
ち

第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

七
月
二
十
七
日
（
日
）
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
と
遠
賀
帯
電
手
技
体
育
館
で
十
五
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が

行
あ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
出
均
者
が
主
力

メ
ン
バ
ー
の
東
和
苑
チ
ー
ム
が
圧
倒
的
を
強

さ
で
見
事
に
三
連
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
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測閉園患圏露 
会　　　　　え　煮　ん　　　て 

9月9日は

救急の日

）一
o

（餌晴
間西⑰璽

医
　
学
　
雑
　
感
　
㈲

折
尾
田
中
達
婦
人
科
医
庫
裏
　
田
　
中
　
壮
　
介

昔
は
人
生
五
十
年
と
い
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
人
生
八
十
年
に
迫

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
経

済
成
長
も
大
い
に
力
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
近

代
医
学
の
お
か
げ
で
す
ね
。

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
反
面
、

薬
つ
け
、
検
査
つ
け
、
薬
害
、
数
の
医
学
、

医
療
怪
疾
患
、
蔑
露
の
医
学
な
ど
の
さ
び

し
い
批
判
を
受
け
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
の

言
う
と
お
り
、
医
療
寅
は
年
々
増
加
し
て
国

民
経
済
を
脅
か
し
て
い
る
の
は
、
二
堕
丁
病

人
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中

学
、
高
校
の
生
徒
の
身
長
は
伸
び
ま
し
た
が
、

耐
久
力
の
点
で
心
配
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
寿
の
陰
に
ど
う
し
て
こ
ん
な

側
面
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

原
因
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

①
学
問
は
進
歩
す
る
と
き
は
、
深
く
は
な
り

ま
す
が
反
面
狭
く
な
り
合
体
を
見
失
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

④
現
在
の
薬
物
は
、
動
物
実
験
に
よ
り
安
全

性
を
保
証
さ
れ
、
鋭
い
薬
理
作
用
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
長
期
間
使
用
し
た
と
き
の

身
体
の
状
況
は
予
測
が
つ
か
な
い
の
で
す

③
晶
諸
家
も
患
者
の
施
療
に
際
し
て
は
、
も

っ
と
個
人
の
特
畳
を
重
要
視
す
べ
き
で

した。今
後
近
代
医
学
の
長
所
を
益
々

伸
し
て
、
短
所
を
補
う
に
は
ど
う

し
た
ち
ょ
い
で
し
ょ
う
か
。

一
言
に
し
て
言
え
は
、
西
洋
医
学
と
対
称

的
汁
東
洋
医
学
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。

東
洋
医
学
あ
る
い
は
漢
方
医
学
は
、
千
八
百

年
前
、
湊
の
時
代
に
体
系
化
さ
れ
、
以
後
今

日
ま
で
続
き
、
室
町
時
代
に
日
本
に
も
伝
わ

り
、
江
戸
時
代
に
は
中
国
を
し
の
ぐ
ま
で
発

達
し
た
の
で
す
。
東
洋
医
学
は
樫
輪
に
近
い

位
体
質
を
重
要
祝
し
ま
す
。
局
所
に
表
れ
た

病
変
と
共
に
、
全
身
変
化
を
重
ん
じ
ま
す
。

そ
し
て
藁
を
使
用
し
ま
す
。
言
い
か
え
る

と
患
者
の
病
状
を
よ
く
調
べ
て
、
こ
れ
に
合

う
や
さ
し
い
薬
を
長
く
肢
周
さ
せ
て
、
病
気

を
治
す
と
共
に
、
体
質
も
変
え
る
の
で
す
。

東
洋
医
学
に
は
鍼
（
ハ
リ
）
と
灸
の
問
題
が

別
に
あ
り
、
世
界
中
の
医
者
が
注
祝
し
て
い

ます。

あ

そ

び

に

来

ま

せ

ん

か

ー
　
海
の
中
道
海
浜
公
園
か
ら
～
1
－

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ー
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
子

と
も
た
ち
の
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

で
は
、
ツ
ク
ッ
ク
ポ
ー
シ
と
い
っ
し
ょ
に

九
月
の
催
し
物
の
ご
案
内
で
す
。

◎
一
日
動
物
相
談
所
　
9
月
2
1
日
（
日
）

動
物
愛
護
週
間
に
ち
な
ん
で
、
動
物
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
植
物
に
親
し
む
会
（
松
林
を
た
ず
ね
て
）

9
月
綿
日
（
火
）
秋
分
の
日

西
口
m
時
集
合

参
加
料
無
料
（
公
園
入
園
料
別
）

た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

池
田
幸
利
　
運

ゆ
き
ず
り
の
少
年
漠
の
汗
匂
ふ

三
村
妙
子

片
か
け
り
い
つ
か
背
の
子
の
眠
り
た
り

末
永
キ
ミ
枝

美
の
忌
の
た
が
わ
ず
咲
け
り
花
萱
草

中
島
千
代
女

紫
蘇
の
香
の
残
る
指
先
誌
を
習
ふ佐

藤
春
子

落
し
支
い
よ
よ
枯
淡
に
祢
宜
老
い
て

柴
田
と
も
子

A
圏
閣
圏
圏
憫
園
V

雑
　
詠
　
　
　
河
申
端
審
　
選

篠
栗
の
札
所
の
つ
つ
じ
誹
と
燃
え
て
遍
路
の

わ
れ
を
い
や
し
く
れ
た
り
　
井
口
　
絹
子

梅
雨
鵜
の
し
め
り
老
吸
い
て
垂
お
も
と
う
ず

紫
の
あ
じ
さ
い
咲
け
る
　
　
松
井
千
枝
子

長
梅
雨
の
し
め
り
壱
払
う
晴
れ
間
見
え
昔
日

わ
た
り
し
風
の
す
か
し
善
　
吉
関
　
銭
朗

亡
き
母
が
漬
け
い
し
薬
漬
け
は
納
骨
の
今
日

食
べ
頃
と
膳
に
出
し
た
り
　
高
崎
佳
子

三
十
年
前
に
支
部
長
を
せ
る
集
い
放
つ
き
来

た
り
で
話
は
ず
め
り
　
　
　
福
田
カ
メ
ノ



第393号

匪手玉 �木片額、竹類、木の葉、魚などの きれなど 

月岡日 　と �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 
広渡、道営、松ノ木、上別府、虫 

木　曜　日 
老良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
仔、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　曜　日 � 

9月のし尿収集予定衰
某日 �大型車収集地区 �小型車収集蝕区 

1（月） �i西町、浅木の一部 �尾晴、若松、虫生洋 上別府（花園） 

2（火） �東町 �広渡 

3（水） �虫生津（新星敵を含む）、東町 �別府、木守 

4（木） �虫生活、木守 � 

5（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

et土1 �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

11（木） � �別府、上別府（商家） 

13（土） �旧傷、鬼津、若松 旧停 � 

16（火） 

17（水） �遠賀川 �鬼津 

18（木） �遠賀川、新町 �千代丸 

19（金） �新町 �島津、老良、上別府 

0（土） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

22（月） �新町（中牟田）、別府 新町（ユニード的通り一部） � 

（水） �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

（木） �上別府、浅木、虫生活、別府 �鬼津、若松、松ノ本、通宮 

6（金） �今古賀、尾崎 � 

（土） �上別府、木守、鬼津、若松 � 

（月） �浅木 �老良 

0（火） �若葉台、道管、堂塔寺 � 

9
月
1
日
（
月
）

ュ
3
時
2
0
分
か
ら
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

産
前
、
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦

体
操
、
母
子
手
帳
交
付

無
料

9
月
9
日
（
火
）

1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

中
央
公
民
館

妊
産
婦

調
理
実
習
、
家
族
計
画

エ
プ
ロ
ン

無
料

▽
持
参
晶
　
母
子
手
寝
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

▽
料
金
　
無
料

一
．
歳
六
カ
月
児
検
診

▽
期
　
日
　
9
月
3
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
m
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
7
カ
月
～
ュ
2
カ
月
児

▽
期
　
日
　
9
月
5
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
的
分
～
ュ
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
由
央
公
民
館

▽
対
象
著
一
聾
ハ
カ
月
～
一
歳
八
カ
月
児

（
昭
和
0
0
年
1
月
～
3
月
生
）

▽
内
　
容
　
窟
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

▽
持
参
品
母
子
手
帳
、
検
診
東

▽
料
金
　
無
料

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
、
ハ
ガ
手
に
住
所
、
父
母

の
氏
名
、
赤
ち
○
ん
の
名
前
（
読
み
が

な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
生
年
月
日
、

続
柄
、
偲
話
萱
名
節
人
の
上
、
遠
賀

町
役
場
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係
」
ま
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
歳
未
満
の
赤
ち
○
ん
で
す
。

写
真
は
係
が
撮
影
に
伺
う
か
、
毒

ち
の
お
す
ず
め
写
真
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
写
真
が

あ
る
場
合
は
ハ
ガ
幸
に
そ
の
旨
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。



上 鵬の遵賛同蓋麗締着真
日 �曙 �行∴∴碧i∴内　　容 �時　　間 �実施会現 �担当係名 � �詳　細 

1 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �7ページ 

2 �火 �家庭　教　育　学　級⑥ � �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生 � 健康体操教室（D � �勤労者 体育センター �体　育　係 �町内一般成人 � 

ち　ぎ　り　絵教室⑤ � �中央公民館 �社会教育係 �ちぎり絵教室生 � 

乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後7カ月－12カ月児 �7ページ 

手筈　き友禅教室⑤ � �中央公民館 �社会教育係 �手書き友禅教室生 � 

4 �木 �定例体育指導委員会 �19；30－ �中央公民館 �体　育　係 �体育指導委員 � 

5 �金 �1歳6　カ月児検診 � �中央公民館 �保健衛生係 �60年1月一3月生 �7ページ 

6 �土 �「青少年の主張」 遠　賀　町　大　会 � �中央公民館 �社会教育係 �町内小・中・高校生 （1）開会式（2〉意見発表 �2ページ 

7 �日 �高齢者ゲートボール大会 �8：30－・ �総　合 運動公園 グラウンド �社会教育係 �町内60歳以上の男女 � 

8 �月 �総　　合　　検　　診 � �今古賀 公民館 �保健衛生係 �冒ガン検診の受付は 11：00まで �2ページ 

9 �火 �老人クラブ会長会 �9：30－ �老人憩の家 �福　祉　係 �各地区老人クラブ会長 � 健康体操教室（D � �勤労者体育 センター �体　育　係 �町内一般成人 � 

妊　　婦　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 �妊産婦 調理実習 �7ベ一一ジ 

11 �木 �総　　合　　検　　診 � �遠賀町 公館民館別 �保健衛生係 �胃ガン検診の受付は 11：00まで �2ページ 

悪癖。酌相　談 � �遠賀町 公民館別館 �福祉係 社　協 �相談は無料です � 

12 � �総　　合　　検　　診 � �新町公民館 �保健衛生係 �冒ガン検診の受付は 11：00まで �2べ－∴ジ 

野　草　教　室　⑨ � �中央公民館 �社会教育係 �野草教室生 � 

14 �日 �壮年ソフトボール大会 �7：40－ �総　合 運動公園 グラウンド �体　育　係 �町内30歳以上の男子 � 

15 �㊥ �敬　　　　老　　　　会 �〈受付〉 �島的小学校 体育館 �福　祉　係 �します。 ん。 � 
〈式典〉 10：00－ �lヽ 体育館 浅木小学校 体育館 

選　挙　人　名　簿　の　縦　覧　二‾‾‾　‾‾　　　！

昭和61年9月2日選挙人名簿に登録する者の氏名等　　D日時　昭和61年9月3日⑲一9月7日㊥　8時30分－17時

を記載した書面を縦覧に供します。　　　　　　　　　　　＞場所　遠賀町役場総務課窓口


